
保育の振り返り

年長さんになったことへの喜びを感じたり、係活動や身の回りのことに意欲を持って取り組む姿が見られています。ふじ組
では、幼稚園にあるものや身の回りの物をどのように使ったり、片付けをすると良いかをみんなで考えながら過ごしています。
毎日の掃除で使っている雑巾では、綺麗にかけれていないと「ぐちゃぐちゃだと乾かないよ」「綺麗にかけたほうが気持ちい
いよね」と直していたり、トイレのスリッパが揃っていないと「次のお友だちが履きにくい」と子ども達で気づいて直す姿が
見られています。またみんなが大好きな折り紙や塗り絵でも、始めはいろいろなところに置いてしまい誰の物かわからなく
なっていたり、折り紙がぐちゃぐちゃになると新しいものを使うこともありました。子ども達にどうしたら良いかを聞くと
「名前を書いておくとわからなくならない」「伸ばしたらまた使えるよね」と気づくことができ今では、みんなで物を大切に
使う気持ちをもって過ごしています。これからもみんなが気持ちよく過ごせるためには、なにが大切であるかを子ども達で考
えたり気づいていけるよう過ごしていきたいです。（健康な心と体、言葉による伝え合い、社会生活との関わり）

対象児：5歳児 ふじ組
作成者：篠原可純
作成日：2022、5、16ねらい：みんなで使う物や身の回りの物を大切に使う気持ちをもつ。

気持ちのいいことってどんなこと？


